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表 １ -ａ　 第２9回研究所資料展「新発見！　タゴールの自筆資料」展示資料
 （新収資料）　　　

沿革史資料番号 資料名 概　要

（1111- （ 水墨画 下部にタゴールのサインがある、山林を描いた
水墨画。

（1111- 1 写真
（佐渡丸にて）

ペナンからカルカッタまでの航路にて、 2 月（2
日に撮影された、タゴール一行と佐渡丸の船員
たちの記念写真。

（1111- 1 封筒 “NIPPON YUSEN KAISHA”の封筒。青色の鉛
筆で「タゴール翁ノ詩」と書かれている。本稿
では説明を省略した。

（1111- 1 タゴールの詩
（英文）

遠く離れても変わらぬであろう友情を、船上か
ら見える風景に擬えた英文の短詩。

（1111- 1 名刺
（Kshitimohan Sen）

タゴールの詩（（1111- 1 ）とともに封筒（（1111-
1 ）に入っていた名刺。

（1111- 1 メモ
（日本郵船会社用便箋）

タゴールの名前と生家の所在地、ボースの名前
が書かれたメモ。裏面にはインド周辺地図が描
かれている。

表 １ -ｂ　 第２9回研究所資料展「新発見！　タゴールの自筆資料」展示資料
 （従来からの所蔵資料）　　　

沿革史資料番号 資料名 概　要

1（11- 2 写真
（タゴール直筆の額）

昭和11年（（111）に、東京大学法学部のインド
人留学生A・サカールが、九州を旅行中に福岡市
郊外の宿で発見したタゴールの揮毫。「高き希望
に満ちてわれこの国を訪いぬ、わが愛を返礼と
してわれこの国に遺さん」という意味のベンガ
ル語が書かれている。

1（11-1（ 写真
（雲仙・九州ホテルにて）

1 月1（日に雲仙の九州ホテルで撮影された写真。
レナード・エルムハースト、ナンダラル・ボー
ス、クシティ・モーハン・セーン、カリダス・
ナーグ、和田とみ（高良とみ）らが写っている。

（附属図書館蔵書） タゴール文庫 研究所所蔵の「タゴール文庫」から、タゴール
が大倉邦彦に宛てた自筆のメッセージを記した

『ギーターンジャリ』などを展示した。
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ỜỐ写真 ２ 表　 前列左からナンダラル・ボース、タゴール、右端が

クシティ・モーハン・セーン、後列左端が松本伸氏
の曾祖父森晋。

写真 ２ 裏　 下部に、「大正十三年七月佐渡丸
乗組中、仝年七月八日Penangヨリ
詩人タゴール一行乗船、Calcutta
迄デ渡航ノ節、仝月十七日撮影ス、
一行ノ内Mr C.F.Andrewハ次便ニ
テ渡航ノ筈、一行ハ十七日午後五
時カルカッタ安着上陸シタリ、来
ル八月招待ニ応ジ渡英ノ筈」（読点
は筆者が付した）と記されている。
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ද
ଆ
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໘
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͸
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ΰ
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Ո
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໊
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໘
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ඳ
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Ố
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࣌
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Terribe is the bosom of the sea;
Tiny is the cabin of the ship;
From the land it carries across waters
The comradeship of the earth and the ocean.

The moon scatters the light all over the world,
but tenderly keeps in its bosom
the spots that are obscure.

Migrant bird, thou hast thy nest on this shore,
but lured by what hope of a shelter
thou flies across the sea?

When I am near you, you may forget me,
But remember me when I am away.

Distance may divide 
But friendship will abide
　　　　　　　　　　　　　　
These words are known in every land.
on every ocean 
　　　　　They are called Goodbye.

写真 ３ 　タゴールの詩
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༧
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ࢥ
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表 ２ 　大正１３年（１9２４）のタゴールの行程

日付 タゴールの行動・出来事 典拠

1
月

11日 佐野甚之助とタゴール一行、上海丸で上海を発つ。 大阪朝日新聞ほか

1（日
午前（（時11分、タゴール一行を乗せた上海丸が長崎に入
港。福岡から出迎えた和田富子らとともに自動車にて午後
から温泉公園（雲仙）に向かい、九州ホテルに宿泊。

大阪朝日新聞、福岡日日新聞

ý
月

（ 日
午後 1 時11分頃、博多駅着。宿泊先の旅館にて、九大の博
士夫人らと「婦人問題等について心おきなく笑ひながら意
見を交換」したという。

大阪朝日新聞

1 日 午後 1 時11分頃、急行列車で三宮駅に到着。北野町三丁目
のインド人実業家アブドラリー邸を訪ねる。

大阪朝日新聞、大阪毎日新
聞、福岡日日新聞

1 日
午前（1時からアブドラリー邸にて在留インド人による歓迎
会。午後 2 時から 1 時まで、中之島中央公会堂にて大阪朝
日新聞主催講演会。聴衆約1,111人。講演会後、帰神。

大阪朝日新聞、神戸新聞、神
戸又新日報

1 日 六甲の太陽閣にて、一日を瞑想と詩作を行って過ごす。 大阪朝日新聞

1 日

午後 （ 時に下山し、住吉の野村徳七の新築茶室で茶式を見
物。その後、野村奨学会主催の婦人講演会に出席。中山文
化研究所にて夕食の後、船場小学校にて大阪市女教員会と
全関西婦人聯合会共催の講演会。

大阪朝日新聞

2 日
午前 1 時大阪発の特急に乗り、午後 1 時11分東京駅着の列
車にて東京に着く。その後、自動車で目黒の田島常三邸に
向かう。

大阪朝日新聞、大阪毎日新聞

1 日 野口米次郎が帝国ホテルにタゴールを訪問。 （ ， 1 時間程
度会談する。午後 1 時から、東京帝国大学にて講演会。

野口米次郎『印度の詩人』、
時事新報

（1日

午後、芝・協調会館にて女子仏教青年会・国民婦人会共催
講演会。午後 1 時半から日本女子大学校にて渋沢栄一・三
井高修夫人（広子）・三井高修母（ステ）ほか来校者一行
と晩餐会。その後、講堂で同校の学生一同に対して講演。

事務報告（日印協会所蔵）、
『家庭週報』211号、時事新報、
婦女新聞

（（日

午後 1 時から丸ノ内の工業倶楽部にて日印協会主催歓迎会
に出席。歓迎会での講演には（,111人を超える聴衆が参会
し、立錐の余地ないほどの盛会で、「皆しとやかに謹聴」
したという。歓迎会の出席者は四十余名で、イタリア公
使・ポーランド公使も出席。講演後、渋沢栄一が主人役と
なって晩餐会。

事務報告、増田明録「日記」
（増田正純氏所蔵）、『東京市
養育院月報』121号、渋沢栄
一「予とタゴール翁」（『東京
市養育院月報』11（号）

（1日

帝国ホテルでの汎太平洋午餐会に参加後、午後 1 時半から
飛鳥山の渋沢邸にて茶話会に出席。演説後、庭園を散歩し、
一同で茶菓を嗜む。高橋永世に依頼し、琴・三味線・尺八
が奏される。午後 1 時から上野精養軒にて「東亜の聯盟を
主唱する各団体」による歓迎会。「学園の経営」と題する
講演を行う。頭山満ら百七十余名が参加。

事務報告、『竜門雑誌』111号、
「招客書類（二）」（渋沢子爵
家所蔵）、増田明録「日記」、
渋沢「予とタゴール翁」、大
阪朝日新聞、東京朝日新聞

（1日

午前（1時、日印協会の佐野甚之助と同伴で板橋の東京市養
育院本院を訪問。院長渋沢栄一および田中幹事から、養育
院の沿革と現況について詳細な説明を聞き、院内諸施設を
視察。午前（（時辞去。

事務報告、渋沢「予とタゴー
ル翁」
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日付 タゴールの行動・出来事 典拠

ý
月

（1日

午後 1 時から日印協会の招待で、渋沢栄一および山田三良
ほか帝大教授連（横山大観などの美術院関係者とも）二十
余名と、招待観劇会に出席。新喜楽で晩餐を済ませ、午後
1 時に赤坂演伎座に着き、中車・我童一座の歌舞伎を見物
する。「東の椅子席から渋沢子の秘書小畑氏に通訳されな
がら」、「演伎座主から贈られた涼し気な夏草模様の団扇を
ゆつくり使ひながら、興味深く見物した」という。疲労の
ため、中幕の「五条橋」が幕になる 1 時頃席を立つ。

事務報告、東京朝日新聞、読
売新聞

（1日 午前 1 時半東京駅発の列車にて京都へ向け出発。午後 2 時
11分、京都に到着し、東山都ホテルに宿泊。 大阪朝日新聞ほか

（1日 洛中洛外の名所旧跡を巡覧し、買い物をする。 大阪朝日新聞、京都日出新聞

（1日
午後 1 時から京都市岡崎公会堂にて、佛教聯合会・龍谷大
学・大谷大学共催講演会（市内見物後、 1 時頃到着）。午
後 2 時11分頃から南座にて雁治郎幸四郎一座の歌舞伎鑑賞。

大阪朝日新聞、京都日出新聞、
京都日日新聞ほか

（2日 大谷大学視察後、午後 1 時から京都府立第一高女での京都
聯合婦人会主催の講演会に臨む。

大阪朝日新聞京都附録、京都
日出新聞、京都日日新聞

（1日

午前（（時11分、ボース、ナーグ、セーン、エルムハースト
と共に列車にて三宮着。出迎えたアブドラリーの邸宅に自
動車で向かい、午後 1 時から 1 時まで兵庫県立高等女学校
講堂にて県教育会主催の講演会。

神戸新聞、神戸又新日報

（1日

午後 1 時半から 2 時までトアホテルにて招待会。1（日付の
神戸新聞には「神戸婦人倶楽部の招待宴」で「来会者百余
名」だったこと、11日付の神戸又新日報には「外人婦人会
の為に一場の有益なるレクチユアを行つた」ことが記され
ている。また、（1日付の神戸新聞には県会議事堂での演説
予定が報じられている。

神戸新聞、神戸又新日報

11日 午後 1 時半からオリエンタルホテルにて神戸印度人協会に
よる歓迎会。 神戸又新日報

1（日 午後 1 時、村山龍平朝日新聞社長宅での招待会に臨む。こ
の日、渋沢栄一宛英文書翰を送る。 大阪朝日新聞、書翰

11日 正午、神戸出帆の諏訪丸に乗船。 大阪朝日新聞

11日 朝、門司に寄港。 大阪時事新報

11日
正午に出帆。「之より爪哇に至り一旦帰国後改めて南米十
三箇国を巡遊する」予定である旨を述べたと、同日付の

『大阪時事新報』が報じる。
大阪朝日新聞、大阪時事新報

2
月

1 日 ペナンから佐渡丸に乗船。 沿革史資料No.（1111- 1

（2日 船員らと記念写真を撮影。 沿革史資料No.（1111- 1

1（日 インドのユニバーシティ・インスティテュート・ホールで
歓迎会。 タゴール総年譜

出典： タゴール総年譜…『タゴール著作集　別巻タゴール研究』（第三文明社、（111年）、婦女新聞…『婦
女新聞　第三三巻』（不二出版、（111年）、事務報告・『家庭週報』・増田明録「日記」・『東京市養
育院月報』・『竜門雑誌』・「招客書類（二）」・書翰…『渋沢栄一伝記資料　第三十八巻』（渋沢栄
一伝記資料刊行会、（11（年）。その他は、本文注を参照。

附記： 東京朝日新聞および読売新聞所収記事に関して中村陵氏から、神戸の団体等に関して神戸市文
書館館長の松本正三氏から御教示いただきました。厚く御礼申し上げます。




